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1.  平成23年3月期第2四半期の連結業績（平成22年4月1日～平成22年9月30日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年3月期第2四半期 8,593 27.1 1,243 118.4 1,262 115.9 802 128.3
22年3月期第2四半期 6,763 △39.3 569 △54.1 584 △54.5 351 △67.4

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

23年3月期第2四半期 106.61 ―
22年3月期第2四半期 46.69 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

23年3月期第2四半期 21,189 13,665 64.5 1,814.94
22年3月期 20,523 12,978 63.2 1,723.62

（参考） 自己資本   23年3月期第2四半期  13,665百万円 22年3月期  12,978百万円

2.  配当の状況 

（注）当四半期における配当予想の修正有無  無   

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

22年3月期 ― 6.00 ― 8.00 14.00
23年3月期 ― 9.00
23年3月期 

（予想）
― 9.00 18.00

3.  平成23年3月期の連結業績予想（平成22年4月1日～平成23年3月31日） 
（％表示は、対前期増減率）

（注）当四半期における業績予想の修正有無  無   

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 17,100 14.6 2,200 40.4 2,200 38.0 1,300 44.8 172.65



(1) 当四半期中における重要な子会社の異動  無  
（注）当四半期会計期間における連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動の有無となります。 

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用  有  
（注）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

（注）「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表
示方法等の変更の有無となります。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
 この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に
基づく四半期連結財務諸表のレビュー手続は終了していません。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
 本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、現時点で入手可能な情報に基づき算出したものであり、実際の業績は今後の様々な要
因によって異なる結果となる可能性があることをお含みおきください。 
 なお、業績予想に関する事項は、四半期決算短信［添付資料］３ページ「連結業績予想に関する定性的情報」をご覧ください。 

4.  その他 （詳細は、［添付資料］３ページ「その他の情報」をご覧ください。）

① 会計基準等の改正に伴う変更 有
② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 23年3月期2Q 7,550,000株 22年3月期  7,550,000株
② 期末自己株式数 23年3月期2Q  20,554株 22年3月期  20,464株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 23年3月期2Q 7,529,513株 22年3月期2Q 7,529,774株
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（１）連結経営成績に関する定性的情報 

 当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、新興国経済の成長や政府の景気刺激策等により一部で回復傾

向が見られましたが、欧州金融市場に対する不安の高まり、中国景気の減速懸念などにより先行き不透明な状況で

推移いたしました。 

 特殊鋼業界の主要需要先である自動車業界におきましては、エコカー補助、減税政策により国内外の出荷台数は

増加傾向となり、概ね回復基調で推移いたしました。  

 このような環境の中で、当社グループの特殊鋼事業につきましては、業績回復に向けた拡販戦略に注力したほ

か、全社を挙げた原価低減活動、生産性の向上を進め企業体質の強化に努めてまいりました。一方で、不動産賃貸

事業につきましても、より一層のサービス向上に努めてまいりました。 

 その結果、当第２四半期連結累計期間における売上高は前年同四半期に比べ1,829百万円増の8,593百万円となり

ました。収益面では、売上高の増加等により経常利益は前年同四半期に比べ677百万円増の1,262百万円、四半期純

利益は前年同四半期に比べ451百万円増の802百万円となりました。 

  

 セグメントの業績は次のとおりであります。 

 ①特殊鋼事業 

 売上高は前年同四半期に比べ1,808百万円増の7,528百万円、セグメント利益（営業利益）は668百万円増の

755百万円となりました。 

 ②不動産賃貸事業 

 売上高は前年同四半期に比べ21百万円増の1,065百万円、セグメント利益（営業利益）は5百万円増の488百

万円となりました。 

  

（２）連結財政状態に関する定性的情報 

① 資産、負債および純資産の状況 

 当第２四半期連結会計期間末における総資産は、前連結会計年度末に比べ665百万円増加し、21,189百万円とな

りました。主な要因は、土地の増加額934百万円、建物及び構築物の減少額197百万円によるものであります。 

 一方、当第２四半期連結会計期間末の負債は、前連結会計年度末に比べ21百万円減少し、7,524百万円となりま

した。主な要因は、長期借入金の減少額166百万円、未払法人税等の増加額148百万円によるものであります。 

 また、当第２四半期連結会計期間末の純資産は、四半期純利益802百万円を主な要因として、前連結会計年度末

に比べ687百万円増加し、13,665百万円となりました。以上の結果、自己資本比率は、前連結会計年度末の63.2％

から1.3ポイント増加し、64.5％となりました。 

② キャッシュ・フローの状況 

 当第２四半期連結会計期間末における連結ベースの現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前連結会

計年度に比べ1,227百万円増加し、3,864百万円となりました。 

  

 当第２四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。 

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

 当第２四半期連結累計期間における営業活動による資金収支は、1,253百万円の増加（前年同四半期は1,391百万

円の増加）となりました。これは、税金等調整前四半期純利益1,341百万円に、プラス要因として減価償却費349百

万円、マイナス要因として法人税等の支払額378百万円等を調整した結果によるものであります。 

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

 当第２四半期連結累計期間における投資活動による資金収支は、201百万円の増加（前年同四半期は217百万円の

減少）となりました。これはプラス要因として、定期預金の払戻しによる収入1,200百万円、有価証券の償還によ

る収入200百万円、マイナス要因として有形固定資産の取得による支出1,053百万円、投資有価証券の取得による支

出103百万円等によるものであります。 

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

 当第２四半期連結累計期間における財務活動による資金収支は、227百万円の減少（前年同四半期は234百万円の

減少）となりました。これは、長期借入金の返済による支出166百万円、配当金の支払60百万円等によるものであ

ります。 

１．当四半期の連結業績等に関する定性的情報



（３）連結業績予想に関する定性的情報 

 今後の見通しにつきましては、各国景気対策効果の剥落による経済成長の鈍化、円高・株安の進行および資源高

などにより、景気の停滞感が強まる恐れがあります 

 特殊鋼業界におきましても、自動車業界の各種補助政策終了による反動減が懸念され、先行き不透明な状況が続

くものと予想されます。 

 上記を踏まえ、平成23年３月期の業績予想につきましては、平成22年８月６日に公表しました予想値から変更は

ありません。   

（１）重要な子会社の異動の概要 

 該当事項はありません。 

（２）簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要 

①簡便な会計処理  

 固定資産の減価償却費の算定方法 

 定率法を採用している固定資産については、連結会計年度に係る減価償却費の額を期間按分して算定する方法

によっております。 

②四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理 

該当事項はありません。 

（３）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要 

①会計処理基準に関する事項の変更 

「資産除去債務に関する会計基準」の適用  

 第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18号 平成20年３月31

日）及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第21号 平成20年３月31日）を

適用しております。 

 これによる損益に与える影響はありません。  

②表示方法の変更 

 「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号 平成20年12月26日）に基づく財務諸表等規則等の

一部を改正する内閣府令（平成21年３月24日 内閣府令第５号）の適用により、当第２四半期連結累計期間で

は、「少数株主損益調整前四半期純利益」の科目で表示しております。  

（４）追加情報  

 役員退職慰労引当金 

 当社及び連結子会社は、平成22年６月29日開催の定時株主総会において、役員退職慰労金制度廃止に伴う打ち

切り支給を決議いたしました。 

 これに伴い、当社及び連結子会社の「役員退職慰労引当金」の全額を取崩し、打ち切り支給額の未払い分39百

万円を長期未払金として計上し固定負債の「その他」に含めて表示しております。 

  

２．その他の情報



３．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成22年９月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 3,914,751 3,836,859

受取手形及び売掛金 3,037,856 3,084,030

有価証券 100,000 200,009

商品及び製品 428,045 372,405

仕掛品 891,106 766,865

原材料及び貯蔵品 479,779 575,923

繰延税金資産 202,194 204,666

その他 78,082 17,175

貸倒引当金 △479 △464

流動資産合計 9,131,336 9,057,472

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 6,710,450 6,907,811

機械装置及び運搬具（純額） 1,126,658 1,099,660

工具、器具及び備品（純額） 63,728 63,720

土地 2,257,953 1,323,048

建設仮勘定 107,231 141,934

有形固定資産合計 10,266,023 9,536,175

無形固定資産 79,337 94,154

投資その他の資産   

投資有価証券 1,317,571 1,409,769

従業員に対する長期貸付金 1,367 2,166

繰延税金資産 256,467 255,396

その他 139,439 170,297

貸倒引当金 △2,022 △1,603

投資その他の資産合計 1,712,823 1,836,025

固定資産合計 12,058,183 11,466,355

資産合計 21,189,520 20,523,827



（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成22年９月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 1,392,063 1,336,548

短期借入金 333,852 333,852

未払法人税等 525,963 377,503

賞与引当金 242,130 242,021

その他 412,578 438,045

流動負債合計 2,906,587 2,727,971

固定負債   

長期借入金 415,759 582,685

繰延税金負債 56,169 81,550

長期預り金 3,677,862 3,677,862

修繕引当金 341,545 327,367

退職給付引当金 18,122 19,101

役員退職慰労引当金 － 61,259

環境対策引当金 68,000 68,000

その他 39,990 －

固定負債合計 4,617,448 4,817,825

負債合計 7,524,035 7,545,796

純資産の部   

株主資本   

資本金 827,500 827,500

資本剰余金 560,993 560,993

利益剰余金 12,143,232 11,400,722

自己株式 △17,647 △17,577

株主資本合計 13,514,078 12,771,637

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 151,406 206,393

評価・換算差額等合計 151,406 206,393

純資産合計 13,665,484 12,978,030

負債純資産合計 21,189,520 20,523,827



（２）四半期連結損益計算書 
（第２四半期連結累計期間） 

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年９月30日) 

売上高 6,763,472 8,593,454

売上原価 5,668,998 6,749,555

売上総利益 1,094,473 1,843,899

販売費及び一般管理費   

運賃及び荷造費 121,501 163,068

給料及び手当 102,226 111,531

賞与引当金繰入額 52,433 51,125

退職給付費用 10,374 8,588

役員退職慰労引当金繰入額 7,475 4,721

その他 230,977 261,005

販売費及び一般管理費合計 524,987 600,039

営業利益 569,486 1,243,859

営業外収益   

受取利息 5,531 5,839

受取配当金 5,345 4,734

投資有価証券売却益 3,138 －

仕入割引 － 10,329

保険返戻金 16,850 4,673

助成金収入 13,048 －

その他 13,527 7,084

営業外収益合計 57,440 32,661

営業外費用   

支払利息 6,860 5,602

固定資産除却損 30,448 －

売上割引 － 6,663

その他 4,663 1,449

営業外費用合計 41,971 13,715

経常利益 584,955 1,262,805

特別利益   

契約解約益 － 78,236

特別利益合計 － 78,236

税金等調整前四半期純利益 584,955 1,341,041

法人税、住民税及び事業税 152,357 525,618

法人税等調整額 81,019 12,677

法人税等合計 233,377 538,295

少数株主損益調整前四半期純利益 － 802,745

四半期純利益 351,578 802,745



（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年９月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 584,955 1,341,041

減価償却費 367,872 349,733

貸倒引当金の増減額（△は減少） △439 433

賞与引当金の増減額（△は減少） 2,577 108

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △9,500 △8,400

修繕引当金の増減額（△は減少） △81,877 14,178

退職給付引当金の増減額（△は減少） 1,952 △979

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △6,825 △61,259

受取利息及び受取配当金 △10,876 △10,573

支払利息 6,860 5,602

投資有価証券売却損益（△は益） △3,138 －

有形固定資産除却損 30,448 323

売上債権の増減額（△は増加） △5,330 46,174

たな卸資産の増減額（△は増加） 693,237 △83,736

仕入債務の増減額（△は減少） 314,085 55,515

未収消費税等の増減額（△は増加） 33,385 －

未払消費税等の増減額（△は減少） 37,570 △34,207

その他の資産の増減額（△は増加） △34,124 △37,362

その他の負債の増減額（△は減少） △7,604 50,052

小計 1,913,229 1,626,644

利息及び配当金の受取額 11,368 10,991

利息の支払額 △6,881 △5,084

法人税等の支払額 △526,154 △378,806

営業活動によるキャッシュ・フロー 1,391,562 1,253,745

投資活動によるキャッシュ・フロー   

定期預金の預入による支出 － △50,000

定期預金の払戻による収入 － 1,200,000

有価証券の償還による収入 100,000 200,000

有形固定資産の取得による支出 △315,493 △1,053,158

有形固定資産の除却による支出 △15,718 －

無形固定資産の取得による支出 － △250

投資有価証券の取得による支出 － △103,500

投資有価証券の売却による収入 8,100 －

投資有価証券の償還による収入 3,000 3,000

貸付けによる支出 △700 △400

貸付金の回収による収入 1,563 1,198

その他 2,160 4,410

投資活動によるキャッシュ・フロー △217,088 201,299

財務活動によるキャッシュ・フロー   

長期借入金の返済による支出 △181,386 △166,926

自己株式の取得による支出 △488 △69

配当金の支払額 △52,926 △60,158

財務活動によるキャッシュ・フロー △234,800 △227,153

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 939,673 1,227,891

現金及び現金同等物の期首残高 2,092,301 2,636,859

現金及び現金同等物の四半期末残高 3,031,974 3,864,751



 該当事項はありません。 

  

  

 該当事項はありません。  

  

  

（４）継続企業の前提に関する注記

（５）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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